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1 S S (Injury Severity Score) が20以上の20例の外傷例を対象とした。
11例にケトン体製剤としてDL-3 ヒドロキシ酪酸ナトリウムを25μmol/kg min で(ケトン体









その結果， 3 ーヒドロキシ酪酸の注入に伴い，動脈血の総ケトン体濃度は最初の 1 時間で210.5 ::t 176.0
μmol/ 1 (mean:t S D) より 1226.2 :::t 570.5μmol/l まで上昇し 注入終了時には1519.6 :::t420.6 
μmol/l に達した。これに対し，乳酸群ではケトン体の血中濃度は変化しなかった。動脈血中ケトン




も低下した。特にアラニンの静脈血濃度はケトン体注入にともない102.3 :::t 69.3μmol/l 減少し，大腿
静脈と動脈の濃度較差も32.6 :::t 22.8μmol/l 減少した。
なお， 3 時間のケトン体注入にともないナトリウムおよび pH の静脈血濃度は3.5 :::t1. 9mEq/l (P 





群では 1 -2 mmol/ 1 のケトーシスが認められた。この時，ケトン体の大腿動静脈較差は増大してお
り，ケトン体は下肢末梢組織にさかんに移行していたと考えられた。
ケトン体注入にともない，遊離脂肪酸といくつかのアミノ酸の血中濃度は対照群に比し有意に低下し
ていたが，これらの基質の大腿静脈と動脈の較差も同時に低下していた。これはケトン体注入にともな
い，これらの基質の末梢組織からの流出が減少するとともに血中濃度が低下したことを示唆している。
中でも主要な糖原性アミノ酸であるアラニンの動態は重要である。アラニンは末梢筋肉組織から肝への
窒素の運搬体であると同時に肝の糖新生の前駆体でもあるO 外傷急性期の蛋白異化の冗進は，末梢筋
肉組織より流出するアラニンの増加および高アラニン血症と直接関連している。外傷症例へのケトン体
注入によりアラニンの末梢組織からの流出が減少したことは，ケトン体がこの時期にみられる蛋白異化
に抑制的に作用したことを示唆しているO
論文審査の結果の要旨
外科的侵襲時における代謝上の変化，中でも蛋白異化の充進は，現在の外科学の重要な関心事の一つ
である O この研究は外傷急性期にケトン体を投与して，この時期の蛋白異化の冗進に対し，どのよう
な影響が及ぼされるかを検討した，新しい試みであるO
外傷急性期には末梢筋蛋白よりアミノ酸中でもアラニンがさかんに流出し，高アミノ酸血症，特に
高アラニン血症が認められる。この研究では，血中のアミノ酸分画と大腿動静脈較差の変化を指標とし，
ケトン体投与により，下肢末梢組織からのアラニンの流出が減少するとともに，高アラニン血症が軽減
することを明らかにした。
この結果は，ケトン体が，外傷急性期における蛋白異化の冗進に，抑制的に作用したことを示唆して
いる。外科的侵襲時の，エネルギー基質としてのケトン体の可能性を示した点で，意義のある研究である。
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